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あらまし：e ポートフォリオへの学習活動の記録は，教室等の PC を利用してまとめて入力するだけでな

く，課外活動や実習先で随時入力することが望ましい．また学習者の記録とともに指導者の助言を合わせ

たものが学習記録となり，さらなる学修につながる．著者らは手軽に演習問題を解くとともに学習状況に

応じて適宜介入する SNS を利用した学習環境を構築中である．本発表では，e ポートフォリオシステムと

本学習環境との連携機能を報告する． 
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1. はじめに 
近年，大学の教育改革の一環として補助金事業な

どの後押しもあり，e ポートフォリオシステムを導

入する大学等が増えており，今後も e ポートフォリ

オシステムの導入が進むことが予想される．しかし

ながら，授業内外において e ポートフォリオの導入

が進みつつもまだ充分に活用できていないのが現状

である（1）． 
また，e ポートフォリオの主体的な利用者である

学生に目を向けると e ポートフォリオの利用につい

ては，教室等の PC を利用して学習活動の記録をま

とめて入力するに留まっていることも多い．そのた

め，学生の e ポートフォリオの利用は，その場限り

のものとなりがちであり，継続的な利用に課題があ

ることが推察される．そのため，授業での e ポート

フォリオの活用だけでなく，課外活動や実習先など，

普段から随時入力できる環境を提供することが e ポ

ートフォリオの利活用には必要であると考える． 
著者らは，学生がスマートフォンと SNS を利用し

て手軽に演習問題を解くとともに学習状況に応じて

適宜介入する学習環境を構築中である（2）．SNS を利

用することで，ユーザ認証や入力フォームまでの操

作を省略できる等，得られるメリットが大きく，継

続的な利用にも寄与すると考えられる．そこで，本

稿では，SNS を利用した学習環境と e ポートフォリ

オとの連携を検討したので報告する． 
 

2. 対話にもとづく eポートフォリオ 
e ポートフォリオは，利用目的によってさまざま

な分類がされており，Barret は，ワークスペースと

ショーケースに分類することで e ポートフォリオの

二面性を説明している（3）．ワークスペースは，学習

活動をデジタルデータとして記録し，教員や他の学

生からのフィードバックを通じて，学習やリフレク

ションを行う目的で利用される．ショーケースは，

学習目標や専門性等のテーマに沿って，学習の成果

物をまとめた Web ページ等を作成することで自身

の能力や技術を示し，証明する目的で利用される． 
2.1 目的 
本研究の目的は，学生が e ポートフォリオシステ

ムに直接アクセスすることなく SNS を使うことで e
ポートフォリオへの学習の記録を実現することであ

る．学生は，すでに使い慣れている SNS を e ポート

フォリオの入力フロントエンドとして使うことがで

きるため，課外活動や実習先でも随時スマートフォ

ンを使い手軽に学習の記録を残すことができると考

える．また，指導者からのフィードバックも SNS に

おける対話と同様に受けることができ，自然な対話

がそのまま学習の記録となると考えられる． 
2.2 方法 
学生が入力した学習の記録は，SNS と e ポートフ

ォリオシステムを WebAPI で連携することで実現す

る．また，SNS では，対話的に問いかけや指示など

を与え，学生の入力やリフレクションの支援を行う

自動応答システムを実装する．以下にシステムの選

定について述べる． 
SNSの選定 
さまざまな SNS が存在しているが，e ポートフォ

リオの入力フロントエンドにはできるだけ学生が利

用している SNS を選択するのが妥当である．本研究

では，開発者向けの公開情報や WebAPI の提供状況

などを勘案し，LINE を採用した．総務省情報通信技

術研究所の「平成 29 年度情報メディアの利用時間と

情報行動に関する調査報告書」（4）によると，LINE の
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利用率は，大学生の年代で多くを占める 10 代では

86.3%，20 代では 95.8%となっており，広く利用さ

れていることがわかる． 
eポートフォリオシステムの選定 

e ポートフォリオシステムに関しても教育ベンダ

ーが提供する製品やオープンソースのものなど多く

のシステムが存在しているが，LINE と連携できるこ

とが必須の機能要件となる．WebAPI を利用して他

システムと連携可能なことやカスタマイズが必要と

なった際に対応できること等を勘案し，Mahara を採

用した． 
 

3. 連携システムの概要 
連携システムは，(1)入力フロントエンドとなる

LINE の機能と，(2)LINE と Mahara との連携機能の

二つから構成される．図 1 は連携システムの概要を

表したものである．①から⑤が前者に対応し，⑥が

後者に対応する． 

 
図 1 連携システムの概要 

 
3.1 入力フロントエンドとなる LINEの機能 

LINE アカウントの基本機能は，個人の利用者間に

おける文字または音声による会話である．これに対

して，企業・店舗・自治体・大学等を対象にした LINE
公式アカウントがある．特徴的なサービスに

Messaging API（5）があり，主な機能は，応答メッセー

ジとプッシュメッセージの送出である．前者は利用

者からの入力に対してのみ自動的にメッセージを返

信する機能であり，いわゆる Bot を実装することが

できる．後者は LINE 公式アカウント側から任意の

タイミングで各利用者に対して個別のメッセージを

送出する機能である．著者らがすでに構築中の LINE
による学習環境（2,6）では，この二つの機能を利用し

て，演習問題の出題，解答内容による自動応答，個

別の質問に対する担当者への通知と回答の送信を実

現している． 
e ポートフォリオの主な目的は学習の記録であり，

図 1 の①が記録の入力となる．入力された内容に応

じてシステムは②の応答を返す．通常①の入力は指

導者には通知されないが，フィードバックが必要な

場合には，③のように指導者にも入力が通知され，

学生へのフィードバックが可能となる．また，入力

を促進するために，⑤のように定期的な通知や学生

の状況に応じた介入メッセージを送信する． 

3.2 LINEとMaharaとの連携機能 
LINE への入力や指導者との対話は，応答メッセー

ジやプッシュメッセージを送出するサーバ内に逐次

保持されていく．LINE は入力フロントエンドである

ため，対話を学習の記録として Mahara に蓄積する

ために，Mahara の WebAPI（7）を利用する． WebAPI
は，モバイルアプリの Mahara Mobile や LTI(Learning 
Tools Interoperability)によるツール呼び出しでも利用

されている．Mahara への対話記録登録に必要な情報

は，学生または指導者の Mahara におけるユーザ情

報と入力されたテキスト情報である．Mahara では，

WebAPI を利用する際にユーザ毎に発行されるトー

クンを用いることができ，LINE から WebAPI を利用

する際，テキスト情報と共にトークンを送信するこ

とによって Mahara でのユーザ識別が可能である．

Mahara では，ユーザ毎に作成できる Journal(日誌)ツ
ールに登録される．そのため LINE からテキスト情

報を送信する際にタグ情報を付与することで，学習

記録をタグ付けして管理することも可能である． 
 

4. おわりに 
本稿では，e ポートフォリオの利用促進を目的と

して，SNS を利用した学習環境と e ポートフォリオ

とを連携し運用していくために，まず基盤となる

SNS と e ポートフォリオシステムを選定した．次に

入力フロントエンドとなる LINE の機能と，LINE と

Mahara との連携機能を検討した．今後は，詳細なシ

ステム設計，システム実装，課外活動や実習先での

利用，システムの評価を順次行っていく予定である． 
本研究の一部は  JSPS 科研費 18K18677 と

17K12805 の助成を受けたものである． 
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